日本人の食生活と環境に与える影響
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なぜ、食と環境をテーマにしたのか。

地球環境の悪化によって世界の食料生産に大きな影響が出るとされている。環境の悪化によって食料生産に大きな影響が出るといわれているが、現在の食生活が地球環境の悪化の1つの原因であることも確かだ。食というのは、人間が生きていく中で最も必要な部分である。その人間の食が与える環境へのさまざまな影響を知ること、研究することで、自分には何ができるのか、現在いわれていること、例えば、「割り箸を使うことは環境に悪いことだ」というようなさまざまな情報の真偽を知ることもできるだろうと考えている。
2．現代の食生活の特徴、問題点
・現代の食生活の特徴

　現代の食生活の特徴は、コンビニや、インスタント食品の増加。朝食の欠落や間食によって、日々の食生活のリズムは不規則になっている。
家族の食事の時間が合わずに一人で食べる人が増え、一家団欒の食事というのは減っている。
　また、高校生が好きな料理・おかずというアンケートでは、カレー、シチュー、から揚げ、焼き肉、ギョウザ、ハンバーグ、パスタなど。嫌いな食べ物は、ピーマン、にんじん、ねぎなどの野菜が多い。
このことから、高脂肪食品摂取と野菜摂取不足の傾向が見られる。
・自給率の問題

日本のカロリーベースでの総合食糧自給率は、昭和40年に73%であったが、現在は40%程度だ。しかし、他の先進国の自給率は、ドイツは84%、フランス122%、アメリカ128%、オーストラリアに至っては237%である。もちろん、どの国も食料を輸入しているが、その輸入量を補って余りある量を生産している国は多い。
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日本の食料自給率は低下を続け、主要先進国の中で最低水準になっている。原因として、農業人口の減少、それによる耕作地放棄の増加、農産物の輸入拡大など様々な要因があげられる。
日本は食糧自給率が低下していることによって、2008年には食料輸入額は61,840百万ドルになっている。
・食糧廃棄の問題
約18憶トンといわれる世界の穀物の年間生産量を世界人口で割ると約380キロとなる。一人当たりの年間穀物消費量は約150キロで、穀物は十分世界人口を賄えるほど存在し、むしろ余っている。ではなぜ飢える人がいるのか。それは先進国が占有し、発展途上国で不足しているからだ。
日本では毎日多くの食べ物がテーブルを彩り、そして食べ切れずに捨てられている。
日本は食料自給率が低く、約70%を他国からの輸入に頼っている。さらに日本は、年間5,800万トンの食料を輸入しながらその1/3を廃棄している。世界的に地球温暖化によってもたらされる異常気象の影響で食糧枯渇が予測される今、日本では高温に対応できる稲が少ないため生産が困難となり、日本は食糧危機の危険性が最も高い国だといえる。

また、日本の家庭からは、年間約1,000万トンもの生ごみが捨てられている。また、その中には手付かずの食品も多く含まれている。家庭から出る残飯を食品価格に換算すると、年間約3.2兆円にもなる。

その一方、発展途上国では8億4千万人もの人々が慢性的な栄養不足に陥っている。これは世界人口の約13％に相当し、10人中1人が栄養不足になっている計算となる。

さらには、地球環境の悪化によって世界の食料生産に大きな影響が出るとされている。深刻な食料危機がやってくる前に、豊かすぎる今の（日本の）食生活を見直さなければならない。
・食糧生産における問題

　日本の農業の特徴として、兼業率の高さと高齢化の進展、非効率な零細経営がある。
日本の2003年の時点での農業就業人口は368万4千人で、農業就業人口は減少傾向にあり、また高齢者比率も増加している。今後高齢者が引退することにより、農業就業人口は大幅に減少し、それによって耕作放棄地・不作地の増加が考えられる。
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兼業率が高く零細経営であることにより、農産物の値段が高くなっている。このことにより、グローバル化が進んでいる現在、日本の農家は価格の低い輸入農作物との競争に負け、農家の存続自体が危険になっている。

また食糧生産における問題として、家畜の飼育による穀物消費の問題がある。家畜の飼育によって、牛の場合8~10倍、豚5倍、にわとり2~3倍の穀物を消費することになる。この食生活の高度化も、作物の生産量を圧迫している原因である。
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・減反政策と米の輸入
日本は、天候不順によって日本国内で栽培されていた米の記録的な生育不良によって米が足りないという経験をしている。それにも関わらず、現在も政府による減反政策が続けられている。

日本の食料自給率は、現在40%と先進国中で最低水準にあるのに減反政策を進めるのは現状に矛盾するのではないか。また、一方で減反政策により米の生産量を減らしているのに対し、外国の米を輸入している。

　これは、ウルグアイラウンド合意でのミニマムアクセスによって国家貿易として年間4%から8%ずつ米を輸入しなければならないという政府の説明のためだ。

　しかし、その後の国会の農水委員会の質疑で、米の輸入は義務ではなく、最小限度のアクセス機会を与えるということを具体的な数字によって規定しているだけと説明されており、日本政府が勝手に全量輸入をしていたにすぎない。

3．環境への影響
・割り箸使用による問題点
割り箸も森林破壊や環境汚染の原因となっている。日本では昔から割り箸が使

われている。
日本国内では年間250億膳（木造住宅2万軒分）もの割り箸が使い捨てされている。割り箸は、間伐のあまりも利用して製品化しているが、97％は輸入材、さらには輸入量の99％が中国産だ。
割り箸は間伐材だから森林破壊にならない･･･という人もいる。実際に昔は人工林管理のために間引きする際に必ずでる間伐材や、 製材時に余分な部分として出される端材は他に利用方法がなく、 木材として価値が低い。以前は日本国内で割り箸の需要があったとき、 これらの安い木材が使われた。

このような経済的・慣習的な理由によって、 現在のように新たに木を切って割り箸を作るというのではなく、余りを使用することで結果として、木材の有効利用が行われていた。 これは経済と環境がうまく両立しているといえる。しかし、最近では海外からの安い木材を大量輸入・消費するようになった。
そのため、輸入量の90％以上を占める中国では木の伐採が進み、森林破壊が問題になっている。ちなみに、日本には国土の約68％とされる森林がある。その一方、中国には国土の17％しか森林がない。日本人は、その中国から大量の割り箸を輸入している。
中国北部では、割り箸生産のために木を伐採して森林が減少している。また、政府による植林の義務化も実際にはあまり機能しておらず、伐採後の用地は多くが農業用に利用されている。伐採後の植林が効果的に行われていないことは、森林の持つ、洪水を防ぎ渇水を緩和する、水の浄化、土砂流出の防止、地球温暖化を防ぐ、安らぎや憩いの場をつくるといった機能を失わせることになる。このような機能が失われたとき、 被害は林業者だけではなく、多くの人に及ぶ。たとえば洪水が起こったときを考えると、 森林の影響が川の下流の人に及び、多大な被害を及ぼす。

森林を維持する林業を行わなくても、短期的には、木材商品として売って利益を出すことができる。 しかし、長期的には森林伐採による被害が発生するなど、森林が維持できなくなることによって、 木材商品の生産ができなくなることは十分に考えられる。

また、割り箸の中国での生産量も増えていて、生産された割り箸は、上等なものを輸出し、残りは中国国内での消費にまわされている。余分な生産分が中国国内で消費されるようになったことで、中国内でも需要が発生している。この新たな需要を満たすためにもまた多くの割り箸が生産されることになる。

また、白くないと日本では売れないという理由から化学合成の漂白剤が多量に使われているらしい。つまり、白を求める日本人のメンタリティは、結果として様々な化学物質の多用につながり、相手国の環境汚染につながっている。

・食糧輸入における「水」問題
食糧輸入において、考えなければならない問題のひとつに、「バーチャルウォーター
（仮想水）」の問題がある。食料を初め我々が関わっている様々なものを生産するときに、その生産過程でたくさんの水が必要である。その必要な水の量と思われる水のことをバーチャルウォーターと考える。日本が国の食料の輸入量に必要なバーチャルウォーターの量は、640億立方メートル/年であり、日本国内での総水資源使用量約900億立方メートル／年の３分の２程度にあたる水が、食料の輸入によって国内で使わずに済んでいる。つまり、国内で使用するはずの水を輸出国に使用させていることになる。
膨大な食料を輸入しているということは、食料そのものの輸入に加えて、膨大な量の水を輸入していることでもある。

地球は水の惑星と呼ばれている。スペースシャトルから見た地球の映像を見ると至る所が水（＝海）だ。まさに水は無尽蔵に存在するように見える。しかし、それはとんでもない間違いだ。人類が飲める水（＝淡水）は、地球全体の総水量のわずか0.5%以下に過ぎない。海の水は飲めない。しかもこの淡水は環境破壊、人口増加、都市化、工業化によって急速に減少している。
サウジアラビアでは、地下水があと50年で枯渇することは避けられそうになく、アメリカの五大湖の水量は毎年低下を続け、中国の黄河は海に注がない日が増えている。

日本では捨てるほどある淡水だが、これは世界的には極めて稀だ。日本は降水量が非常に多いが、それでも道路という道路が舗装されているため、降った雨は地下に浸透せずに直接海に注いでしまう。これでは地下水は供給されず、日本といえども地下水が枯渇する日がやってくるだろう。
世界では今、地球環境の悪化により水不足が相次いでいる。この瞬間にも、アジアやアフリカなどでは安全な飲料水を確保できない人々がいる。

その数はおよそ12億人とされ、世界人口に換算すると約1/5に相当する。また、不衛生な水しか得られず毎日6,000人もの子供たちがなくなっているのも事実。

2025年には人口増加に伴って世界人口の約2/3が水不足に陥り、また2050年には地球全体での水不足が予測されている。蛇口をひねればキレイな水が出てくる･･･そんな恵まれた環境にいる私たちには想像できない世界がある。

水不足は地球温暖化による水循環の異変や人口増加・産業発展による水需給の拡大、人口集中による水質汚濁などいくつもの要因が複雑に絡み合って生じている。

地球温暖化による気候の変動は水資源の分布に多大なる影響を与え、乾燥地ではさらなる干ばつが進み、多雨地域では洪水が頻発する･･･といった状況も免れない。また、近年相次ぐ異常気象も大きな原因といえるだろう。

異常気象の原因もまた地球温暖化とされ、それによって水不足が生じる。さらには水をめぐる国際紛争が起きるなど、負の連鎖はとどまることを知らない。
実際に、水の値段が高くコカ・コーラをミルク代わりに飲ませている人も世の中にはいる。
・食糧輸入、輸送における問題点
　また、食料を輸入するためには食料の生産地から消費地までの輸送を必要とする。輸送に伴ってたくさんのエネルギーを使う。
量と輸送距離をかけ合わせて算出する「フードマイレージ」という指標が、94年にイギリスで考案された。日本のフードマイレージは、欧米に比べて3~8倍も多い。また、輸入品を国内で輸送する手段は、トラックが大半で、船や鉄道と比べて二酸化炭素の排出が約9倍にもなる。
それに対して、なるべく近くでとれた食料を食べることで、輸送に伴うエネルギーを出来るだけ減らし、環境への負荷を軽減しようという運動が行われている（地産地消）。
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４．問題への対策
・食生活の改善
　食生活を改善することで生活習慣病や、肥満の防止や高脂肪食品の過剰摂取・野菜摂取不足の改善につながる。

　そのために、政府や地方自治体によって食育の推進が行われている。
食育を推進し、地域で採れる農産物を利用することで、地産地消を行い、食料自給率を高め、フードマイレージを小さくすることで地球環境の保全にも役に立つと考えられる。また、調理や保存を正しく行うことで、無駄や廃棄を減らすこともできる。
　食育によって食品のラベルから食品の情報を得る方法を学ぶことにより、食品をより安全に購入することが出来る。日本は安全性が大いに問われている中国を筆頭に、大量の食品を輸入している。

　中国産の食品問題といえば、毒ギョーザや、02年には中国産の冷凍ほうれん草から基準値を超えるクロルピリホスが検出され、輸入が事実上の停止となった。
　また中国国内では、悪質な粉ミルクを飲んだ新生児らの脳が肥大、または体の変形による死亡事件が発生している。また、アメリカの狂牛病も大きな問題となった。

　これらのことにより、食品表示ラベルを利用し安心・安全な食品の購入も必要となるだろう。
・食料自給率
　食料自給率を上げることで、食糧や飼料の輸入におけるエネルギーの問題が緩和され、また食糧安全保障の問題も解決できるだろう。
　では何を作るのかというと、やはり米であろう。日本国内では100万ヘクタール近い水田が使われていない。この水田を利用することで食用米なら520万トン、飼料米なら800万トンを生産することが出来る。飼料米を生産した場合6割以上の飼料米を生産することになる。日本国内での家畜の飼育にはトウモロコシをはじめとした穀物が使われている。この輸入穀物のかわりに飼料米を使うことで結果的に食料自給率を上げることができ、また米粉を利用してパンやケーキのようなお菓子を作ることも出来る。
　米の生産にはアメリカと比較した場合、単位面積あたりの労働時間と農機具コストが極めて高く、その割には単位面積あたりの収量は大して変わらない。

　しかし、水田には米の生産とは別にダムに匹敵する治水効果がある。日本の治水ダムを全て合わせた貯水量38.7億立方メートルであるが、水田200万haの貯水量は44億立方メートルになる。このことから、水田をダムのように上手く使うことができれば食糧生産と治水を同時に行うことができる。

　最近では穀物の価格が高騰している。しかし、米からパンやご飯や飼料を供給するようにすれば、この穀物価格の高騰によって補助金を使って補填をしても、それほど大量のコストが生じなくなる。

・割り箸問題
現在日本では、居酒屋やコンビに、レストランなど・・・至るところで割り箸が使われている。しかし、最近になって“割り箸から洗い箸へ”という傾向が見受けられる。

例えば、居酒屋チェーンのマルシェ株式会社では全国800店舗の割り箸を廃止、洗い箸に切り替えた。これによって、年間1,400万膳もの削減に成功した。

また、割り箸は割り箸でも、広告入りの国産材割り箸のことを「アドバシ」という。これは、広告（アドバタイズメント）がついている箸・・・ということからこの名前が付いた。中国からの割り箸が大量輸入・消費される一方、日本の森では間伐が進まず問題となっていた。これは、国産の間伐材で作られる箸と、輸入される割り箸との間で生じる価格差が原因といえるだろう。その価格差を箸袋に入れる広告代で補おうと、「アドバシ」が提案された。今では、国産間伐材の利用促進、また森林保護に役立っている。

・水資源問題
　日本は地形的に急斜地や短い河川が多く、雨は梅雨や台風シーズンに集中している。そのため、水資源として利用可能な量の大部分が資源として利用されないまま海へと流出している。この状況を改善することが水資源確保の方法となるだろう。
　ダムのような大規模なシステムではなく、自治体や建物ごとに自前の雨水貯水タンクを備え、飲用水以外には下水再生水を利用するなど、地道ではあるが有効な方法はたくさんある。

　またシンガポールでは、下水処理を施した水にさらに浄水処理を施し、飲用可能な水準まで高度処理した再利用水が、飲み水として利用されている。

　また先にも述べたが、水田を利用した治水の方法もある。ダムを作るということは、その地域における生態系の破壊につながり、景観を乱すことにもつながる。このことから、ダムを作るということは望ましい選択ではないのかもしれない。
　また、視野を広げ地球規模で考えると、水資源は豊かだが設備、技術が十分ではない途上国や、水資源の乏しい地域に対して日本の上下水道の運用管理知識や経験を提供することも水資源問題への解決へとつながるだろう。
５．おわりに
　食料自給率を上げることは、コストや後継者不足、土地の問題、政府による対策の必要性などの問題があるが、世界的な異常気象やそれによる水資源の問題、世界的な食糧危機の問題があることから、食糧安全保障の観点から確実に必要だと感じた。日本の政府は国防には熱心だが、農業などの食糧の問題にはあまり関心を持っていないように感じられる。しかし、食糧確保は国民を守るという点で国防と同等に重要なことである。

フランスは「食料が自給できない国は独立国ではない」という大統領の訴えによって今日では農業大国となっている。
　たしかに、現在日本国民における農業従事者の割合はとても低くなっており、農家への保障を行っても選挙で票を獲得することにはつながらない。しかし、水田にはダムと同等かそれ以上の貯水能力があり、洪水防止の観点からいえば莫大な税金を投入してまでダムを作ることはなく、洪水防止、食糧確保の二つを同時にまかなえる水田に対して税金を使う方がダムを作るよりよっぽど有意義に思える。日本でも、選挙対策だけではなく、フランスの大統領くらいの気持ちを持った人はいないのかと思う。
参考文献
・ぼくらの地球　地球温暖化教室…http://www.gwarming.com/link/forest_h.html
・割り箸から見た環境問題…http://www.sanshiro.ne.jp/activity/99/k01/6_18prs1.htm
・現代高校生の食生活…http://www.nochuri.co.jp/report/pdf/r0605in1.pdf#search='高校生 食生活の特徴'
・地球温暖化白書…http://www.glwwp.com/main/chopsticks.html
・フォーラム地球の危機管理…http://www.ecology.or.jp/crisis/9911/happyou1.html
・エネルギー危機と人口と食糧と水…http://www7b.biglobe.ne.jp/~sumida/Food.html
・ＳＫＹ ＮＯＴＥ…http://d.hatena.ne.jp/skymouse/20080502/1209668218
・ＪＡ兵庫ｗｏｒｄフードマイレージ…http://www.jahs.or.jp/others/word/word0409.html
・BSディベートアワー日本の農業…https://www.nhk.or.jp/bsdebate/0401/data2.html
[image: image1]